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なぜ、旅館ホテルにEV充電器設置が必要か？

・EV購入時の不安事項

日常的な充電 旅行・出先での充電 安心感＜
現在、EVの購入を検討するお客様が、一番懸念し不安に感じて、購入を躊躇してしまうのは、日常生活の充電
は解決できても、週末などに旅行に出かけたとき、出先（目的地）での充電の保証がない事です。この不安を
払拭するためには、全国の宿泊施設にEV充電器を用意し、遠方に旅行に出かけても確実に充電が可能である、
という安心感を与えることが必要です。

全国の旅館ホテルなどの宿泊施設にEV充電器を設置することは、
今後のEVの普及のうえで大変重要な基礎インフラ整備

出先での充電
設備の拡充
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全国旅館ホテル生活衛生業組合連合会（略して全旅連）の役割
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全旅連は、全国の15.000の宿泊施設が加入する、国内で最大の宿泊施設の組織です。
今後のEV充電器設置問題の解決のため、2023年3月に、全国の組合員を対象にアン
ケートを行ったところ、現在、EV充電器を設置している施設は僅か25％でありまし
た。また、そのうち、1基が54.4％で半分をしめ、2基が36.7％で合計すると91.1％と
なり、しかもその大半が2012年の補助金を使用した3㎾の普通充電器です。

充電のインフラ整備が不足しており、安心してEVで旅行できない



4

旅館ホテルのEV充電器のニーズ

仮定：2030年、宿泊施設客室数の10％相当の充電器が必要

全旅連の傘下の組合員の施設の

部屋数総数＝推定約710,000室 必要な充電器＝概算70,000基

旅館ホテルでは、毎日異なるお客様が宿泊し、かつ、EV車で来館した方の数だけ、充電器が必要になる、という特
殊な状況にあります。しかしながら、EVの今後の普及率を考慮すると、2030年時点で、各旅館の所有部屋数の10％
程度の数の充電器が必要になるのではないか、と予測しております。
経路充電で、150㎾の急速充電器の普及が進めば、各旅館の負担は減少する可能性がありますが、それでも、充電器
が確保されていて宿泊している間に満充電になる、という安心感を得るニーズは減ることはないと考えます。

全旅連の傘下の組合員の施設の部屋数総数は、約71万室と推定されます。その10％とすると70,000基の充電器を設置
する必要があることになります。

客室数帯 組合員数 割合 客室数

10室未満 2,775 18.5% 27,750

10室以上50室未満 6,855 45.7% 205,650

50室以上100室未満 2,415 16.1% 181,125

100室以上 2,955 19.7% 295,500

合 計 15,000 710,025

2022.8月実施 ポストコロナ委員会経営状況調査より引用
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旅館ホテルにはどのような充電器が必要か

①簡単に

②安く

③確実に

自宅での基礎充電と同様、ソケットを差し込むだけで充電スタートが望ましい。
近年、アプリによる充電方式が売り込まれているが、結局、アプリが乱立し、お客様
は、旅行のたびに、旅館の充電器の前で、新しいアプリに自分の決済情報を入れなけ
ればならず、しかも、ITリテラシーの無い人はうまくアプリの登録できない、という
問題もあり、宿泊施設との親和性は薄い。EMPによる充電カード処理方法は、簡単だ
が、電気代、予約の点で問題がある。

現状で宿泊施設の支払う電気代は、1㎾h、25～30円です。従って6㎾の充電器で1時間
充電すると150～180円となります。しかし、アプリや充電カード使用の場合の宿泊者
の支払う電気代はかなり高額です。これは何れ問題になるでしょう。

宿泊先での充電器の確保が不安をなくします。従って、部屋の予約と同時に充電器の
予約が行われることになります。この場合、宿側で充電器のコントロールができない
と受け入れできません。

自宅での基礎充電と同様、各旅館で補助金を使用し、6㎾以上の充
電器を導入するのが望ましい。
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アウディとの充電器設置協業について_1

輸入車メーカーのフォルクスワーゲング
ループジャパン株式会社アウディブラン
ドと全旅連は、アウディの推進する8㎾
の充電器の普及推進に共鳴し、今年100
基、50施設、来年も同様の体制で全国の
旅館ホテルの中で、アウディ使用者に相
応しい施設に設置していきます。
このシステムは、アウディ側が設置費用
を全て持ち、旅館側は、設置された充電
器をコントロールでき、電気料金も自由
に設定できるので、旅館ホテルにとって、
最も理想的な形だと思われます。
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アウディとの充電器設置協業について_2設置例

山梨県甲府市 信玄の湯湯村温泉 常磐ホテル
ポルシェ2基 アウディ2基 設置しており、料金は一律1000円を徴収している。無論、予約可能。
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経済産業省へのお願い

最終目標

要望①第一段階 2024～2025年まで

要望②第2段階 2026～2030年まで

・2030年に推定総部屋数の10％、7万基の設置をめざす。
・コロナ後で、全国の宿泊施設が、財政的に逼迫しており、
充電器を設置する予算の捻出が難しい。
可能なら全額補助金を設定していただきたい。

全国の全ての宿泊施設に少なくとも1基の6㎾充電器を設置する。
最低15000基導入の際の支援

部屋数の多い施設に複数基の設置を行っていく際の支援。
2026～2030年まで
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今後解決しなければならない課題について

・集合駐車場に急速充電器を設置

街路が狭く、クルマが通行が不可能だったり、駐車場が設置できない温泉
街などでは、温泉組合などの集合駐車場に急速充電器や普通充電器を設置
することを検討したい。

・災害時の電源確保について

全国の旅館ホテルは、各県と災害時の救難協定を結んでおります。その際、
外部給電器を使用することにより、電力供給が可能となることが考えられ
ます。
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ご清聴ありがとうございました。


